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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
成
章
会
活
動
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
5
類

に
移
行
し
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
世
界
で
は
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
始
め
と
す
る

様
々
な
紛
争
が
勃
発
し
、
一
方
で
は
過

去
に
な
い
規
模
で
気
候
災
害
も
巻
き
起

こ
っ
て
お
り
、
国
内
で
も
全
国
各
地
で

豪
雨
災
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
被

害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申

し
上
げ
る
と
共
に
、
一
日
も
早
く
平
和

で
穏
や
か
な
世
界
が
訪
れ
る
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
す
が
、
我
々
成

章
会
の
活
動
は
平
常
を
取
り
戻
し
つ

つ
、
本
部
総
会
は
8
月
に
開
催
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
各
地
区
の
成
章
会
は
6
月

に
、
4
年
ぶ
り
に
先
頭
を
切
っ
て
岐
阜

成
章
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
同
士
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
会
話
が
弾

み
ま
し
た
。
今
秋
に
は
名
古
屋
、遠
江
、

豊
川
、
三
重
、
関
西
で
の
開
催
が
決
ま

り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
友
人

を
誘
い
合
っ
て
是
非
お
近
く
の
総
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
成
章
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
去
る
6
月
8
日
～
10
日
、

渥
美
半
島
を
直
撃
し
た
線
状
降
水
帯
の

影
響
が
残
る
中
、
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
「
第
一
回
ア
イ

ア
ン
マ
ン
70
・
3
東
三
河
ジ
ャ
パ
ン
ｉ

ｎ
渥
美
半
島
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
3
年
続

い
た
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
不
足
や
長
距
離
移
動
の
不
安
な

ど
で
、
エ
ン
ト
リ
ー
数
は
7
6
1
名

と
定
員
1
5
0
0
名
の
ほ
ぼ
半
分
ほ

ど
で
し
た
が
、
外
国
籍
の
選
手
が

1
0
5
名
（
29
か
国
）
と
、
国
際
色

豊
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
選
手
か
ら
は
渥
美
半
島
を
一
周
す
る

バ
イ
ク
コ
ー
ス
の
素
晴
ら
し
さ
に
加

え
、
沿
線
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
住
民

の
声
援
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
感
謝

の
言
葉
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
大

会
に
合
わ
せ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん

で
き
た
国
内
外
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
、
ス

イ
ム
、
バ
イ
ク
、
ラ
ン
を
終
え
て
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
て
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を

切
る
姿
や
、
中
に
は
倒
れ
込
ん
で
く
る

姿
は
感
動
そ
の
も
の
で
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
東
三
河
全
域
か
ら

総
勢
1
7
0
0
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
参
加
し
て
く
れ
、
そ
の
中
で
高
校
生

の
参
加
が
2
1
7
名
、
何
と
我
が
成

章
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
1
5
1

名
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
初

め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
く
れ

た
生
徒
さ
ん
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
一
流
の
国
際
大
会
に
触
れ
る
こ
と

が
良
い
経
験
に
な
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
嬉
し

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ス
ポ
ー
ツ
は
す
る
人
も
、
応
援
す

る
人
も
、
同
調
し
て
勇
気
、
元
気
を
も

ら
え
、
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
素
晴
ら

し
い
も
の
」
と
以
前
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ

ラ
ソ
ン
メ
ダ
リ
ス
ト
の
有
森
裕
子
さ
ん

が
講
演
で
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
い

つ
に
な
い
酷
暑
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
体
調
を
崩
さ
れ
な
い

よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ

り
母
校
に
対
し
、
御
支
援
・
御
協
力
を

賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、

令
和
4
年
7
月
末
ま
で
の
期
間
で
行
わ

れ
た
愛
知
県
立
成
章
高
等
学
校
創
立
百

二
十
周
年
記
念
事
業
募
金
で
は
同
窓
生

の
皆
様
か
ら
温
か
く
多
大
な
御
支
援
を

賜
り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

令
和
5
年
5
月
か
ら
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
法
上
の
扱

い
が
2
類
か
ら
5
類
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
教
育
活
動
も
正
常
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
全
て
の
学
校
行
事
が
コ
ロ
ナ

以
前
に
近
い
形
で
実
施
で
き
て
い
ま

す
。
体
育
行
事
等
で
マ
ス
ク
を
付
け
ず

に
笑
顔
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
行
事
の
質

が
一
段
階
上
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
も
、
状
況
を
し
っ
か
り

確
認
し
、
教
育
活
動
の
充
実
を
目
指
し

ま
す
。

さ
て
、
令
和
5
年
6
月
10
日
（
土

曜
日
）
に
「
ア
イ
ア
ン
マ
ン
70
・
3
東

三
河
ジ
ャ
パ
ン
ｉ
ｎ
渥
美
半
島
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
の
世
界
大
会
で
日
本
で
は
3
年

ぶ
り
に
行
わ
れ
る
大
き
な
大
会
で
す
。

こ
の
大
会
に
は
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。
東
三
河
の

全
て
の
高
校
に
募
集
案
内
が
配
ら
れ
、

成
章
高
校
で
も
生
徒
へ
の
呼
び
か
け
を

し
ま
し
た
。
成
章
高
校
か
ら
は

1
5
0
名
を
超
え
る
生
徒
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
大
会
全
体
の
高
校
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
よ
そ
2
2
0
名
で

し
た
の
で
約
7
割
を
成
章
高
校
の
生
徒

が
占
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
受
付
の

お
手
伝
い
や
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
給
水
所
）
で
選
手
に
水
を
渡
す
仕
事

等
を
担
当
し
ま
し
た
。
参
加
の
理
由
は

「
社
会（
地
域
）の
役
に
立
ち
た
い
か
ら
」

「
自
己
啓
発
や
自
ら
の
成
長
」
等
で
す
。

何
か
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
を
自
分
の
成
長
に
も

つ
な
げ
た
い
と
い
う
両
面
が
あ
る
よ
う

で
す
。
社
会
や
活
動
に
対
す
る
責
任
感

を
現
場
で
学
べ
る
の
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ら
で
は
の
貴
重
な
経
験
だ
と
思
い
ま

す
。
高
校
生
が
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
は
、
学
校
行
事
と
し
て
全
校

参
加
で
行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
今
回
参
加
し
た
女
子
生

徒
の
一
人
は
、「
休
日
に
自
分
か
ら
希

望
し
て
参
加
し
て
い
る
。
役
に
立
ち
た

い
と
本
気
で
考
え
て
い
る
。
そ
の
気
持

ち
を
成
章
高
校
の
多
く
の
生
徒
が
持
っ

て
い
る
事
に
誇
り
を
感
じ
る
。」
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身
心
が
洗
わ
れ

る
思
い
と
成
章
高
校
の
生
徒
に
は
地
域

に
貢
献
す
る
意
識
が
開
学
以
来
の
伝
統

と
し
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

社
会
の
枠
組
み
の
中
で
、
目
的
を
も
っ

て
知
ら
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
課
題
を
解
決
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
経
験
か
ら
、
生
徒
た

ち
が
自
分
の
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
各
地
区
の
成
章
会

総
会
も
再
開
の
準
備
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
無
事
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
祈
念

し
ま
す
。

母
校
成
章
高
校
が
輝
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
御
指
導
・
御

鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

す
。

預金利

（1）収入の部	 （単位：円）

科　　目 予算額 収入済額 差額増減額 備　　　　考

前 年 度 繰 越 金 1,171,469 1,171,469 0

入 会 金 970,000 940,000 ▲30,000 5,000円×188名

維 持 会 費 500,000 113,732 ▲386,268 現金11名75,000円+振込7名
38,732円

総 会 費 0 10,000 10,000 総会時お祝金

雑 収 入 35 6 ▲29 預金利息

合　計 2,641,504 2,235,207 ▲406,297

（1）収入の部	 （単位：円）

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　　　　　　考

前 年 度 繰 越 金 1,028,959 1,171,469 ▲142,510

入 会 金 935,000 970,000 ▲35,000 5,000円×187名

維 持 会 費 500,000 500,000 0

総 会 費 0 0 0 	参加費を集めない
（懇親会はなし）

雑 収 入 6 35 ▲29 普通預金利息

合計 2,463,965 2,641,504 ▲177,539

（2）支出の部	 （単位：円）

科　　目 予算額 支出済額 差引残額 備　　　　考

新入会員歓迎費 200,000 148,896 51,104 卒業記念品代（卒業証書ファイル）

地 区 助 成 費 406,912 405,940 972 各50,000円＋振込手数料

総 会 費 200,000 55,520 144,480 会場費、講演謝礼、お茶代

会 議 費 50,000 0 50,000 理事会中止（書面審議）

通 信 交 通 費 550,000 59,522 490,478 郵送費（地区総会中止のため交通費支出なし）

印 刷 費 350,000 196,900 153,100 成章会年報第51号、「くすのき」

消 耗 品 費 150,000 2,090 147,910 名簿データCD（高25回）

慶 弔 費 400,000 131,830 268,170 卒業50周年色紙等、香料、生花

ホームページ管理費 55,550 55,550 0 サイト保守管理55,000円＋振込手数料

雑 費 100,000 0 100,000

基 金 100,000 100,000 0 令和4年度積立金

名 簿 管 理 費 50,000 50,000 0 会員名簿データの維持管理費

予 備 費 29,042 0 29,042

合　計 2,641,504 1,206,248 1,435,256

（2）支出の部	 （単位：円）

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　　　　　　考

新入会員歓迎費 200,000 200,000 0 卒業記念品代

地 区 助 成 費 406,160 406,912 ▲752 各地区成章会への助成金（振込手数料込み50,770×8）

総 会 費 100,000 200,000 ▲100,000 会場費、お茶代等（懇親会はなし）

会 議 費 50,000 50,000 0 理事会のお茶代等

通 信 交 通 費 550,000 550,000 0 総会案内はがき、郵送費、地区総会への交通費

印 刷 費 300,000 350,000 ▲50,000 成章会年報第52号、「くすのき」

消 耗 品 費 150,000 150,000 0 宛名シール、名簿データＣＤ、封筒

慶 弔 費 400,000 400,000 0 卒業50周年記念品、香料

ホームページ管理費 55,550 55,550 0 サイト保守管理55,000円＋振込手数料

雑 費 100,000 100,000 0

基 金 100,000 100,000 0 基金会計への積立金

名 簿 管 理 費 50,000 50,000 0 会員名簿データの維持管理費

予 備 費 2,255 29,042 ▲26,787

合計 2,463,965 2,641,504 ▲177,539

収入総額	 2,235,207円
支出済額	 1,206,248円
残　　額	 1,028,959円	（翌年度繰越）

収入予算額	 2,463,965円
支出予算額	 2,463,965円
残　　　額	 0円

令和4年度成章会　一般会計決算書
（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

令和5年度成章会　一般会計予算書（案）
（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

愛知県立成章高等学校
成章会事務局

441-3421
愛知県田原市田原町池ノ原1
 TEL（0531）22-0141
 FAX（0531）22-6466
印刷所㈲大陽社印刷所

第52号

地
域
の
た
め
に

校
　
　
長
　
　
青
　
山
　
昌
　
俊

全
国
各
地
区
の
成
章
会
総
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

成
章
会
会
長
　
　
石
　
黒
　
　
　
功

第73回成章会総会日程

日　時　令和5年8月6日（日）10：30 〜 12：00
会　場　崋山会館
次　第

Ⅰ部　定時総会　10：30 〜 11：20
　1　開会のことば
　2　黙　祷
　3　会長挨拶
　4　校長挨拶
　5　来賓挨拶・紹介
　6　議長選出

　議　　事
第1号議案 令和4年度成章会事業報告
第2号議案 令和4年度成章会一般会計決算報告
第3号議案 令和4年度成章会特別会計決算報告
第4号議案 令和4年度国際交流基金会計決算報告
 監査報告
第5号議案 役員の改選について
第6号議案 令和5年度成章会事業計画案
第7号議案 令和5年度成章会一般会計予算案

 7 報告事項
 8 お祝い・記念品贈呈
  卒業50周年のお祝い・・・高25回
 9 新理事の紹介・挨拶
 10 閉会のことば

Ⅱ部　記念講演　11：30〜12：00
　　　「ユーモアのススメ」
　　　　講師　伊藤　芳和　氏（高45回）
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」

 

小
野
田　

聡　

氏
（
高
26
回
）

 

講
演
会
（
生
徒
対
象
・
後
援
）

 
 

4
・
7
・
12

 

成
章
高
校
（
リ
モ
ー
ト
）

 

「
大
志
を
抱
こ
う
」

1　

理
事
会 

5
・
5
・
27

 

令
和
4
年
度
事
業
お
よ
び
会
計

報
告

 

令
和
5
年
度
事
業
計
画
お
よ
び

会
計
予
算
案
・
総
会
日
程

2　

総
会
運
営
担
当
年
次
打
合
せ
会

 
 

5
・
5
・
27

3　

総
会 

5
・
8
・
6

 

記
念
講
演　

伊
藤　

芳
和　

氏

 
 

（
高
45
回
）

 

「
ユ
ー
モ
ア
の
ス
ス
メ
」

4　

地
区
成
章
会

 

名
古
屋
成
章
会 

5
・
9
・
3

 

豊
川
成
章
会 

5
・
10
予
定

 

関
東
成
章
会 

準
備
中

 

岐
阜
成
章
会 

5
・
6
・
24

 

遠
江
成
章
会 

5
・
10
予
定

 

三
重
成
章
会 

5
・
10
・
22

 

豊
橋
成
章
会 

未
定

 

関
西
成
章
会 

5
・
11
・
23

5　

新
入
会
員
受
入
式 

6
・
2
・
29

（
任
期　

令
和
5
年
8
月
～
令
和
7
年
8
月
）

会　

長 

石
黒　
　

功　

高
23
回

副
会
長 
河
合　

利
則　

高
24
回

 
藤
井　

正
剛　

高
25
回

 

渡
邊　

澄
子　

高
26
回

 

今
泉　

隆
一　

高
27
回

 

小
川　

金
一　

高
27
回

 

鈴
木　

雅
也　

高
28
回

監　

事 

眞
木　

正
五　

高
21
回

 

寺
田
ゆ
う
子　

高
24
回

 

髙
崎　

雄
三　

高
31
回

幹　

事 

鈴
木　

通
之　

高
29
回

会　

計 

市
川
三
枝
子
（
事
務
長
）

 

岡
田　

展
知

 
 

（
教
諭
・
高
51
回
）

顧　

問　
　

青
山　

昌
俊

 
 

（
校
長
・
高
36
回
）

 

白
井　

文
吾　

中
27
Ａ

 

松
井　
　

昭　

高
16
回

 

山
下　

政
良　

高
19
回

理　

事　
　

小
久
保
朝
雄　

高
13
回

 
 

（
関
東
成
章
会
）

 

山
田　

典
男　

高
27
回

 
 

（
遠
江
成
章
会
）

 

河
合　

勝
男　

高
15
回

 
 

（
豊
橋
成
章
会
）

 

杉
原　

茂
行　

高
17
回

 
 

（
豊
川
成
章
会
）

 

中
神　
　

定　

高
19
回

 
 

（
岐
阜
成
章
会
）

 

神
谷　

卓
芳　

高
15
回

 
 

（
三
重
成
章
会
）

 

中
村　

光
彦　

高
11
回

 
 

（
関
西
成
章
会
）

 

森
下　

保
幸　

中
29
回

 

夏
目　
　

勝　

中
30
回

 

林　
　

俊
夫　

併
2
回

 

鈴
木　

登
美　

高
女

 

鵜
飼　

光
夫　

高
1
回

 

渥
美　

昌
夫　

高
2
回

 

伊
藤　

又
次　

高
4
回

 

川
口　

完
一　

高
5
回

 

立
岩　

清
見　

高
6
回

 

鈴
木　

冨
也　

高
7
回

 

仲
井　

丈
二　

高
8
回

 

広
中　

恒
男　

高
9
回

 

鈴
木
眞
一
郎　

高
10
回

 

横
田　

克
彦　

高
12
回

 

辻　
　

義
郎　

高
13
回

 

岩
瀬　
　

洋　

高
14
回

 

鈴
木　

康
夫　

高
15
回

 

花
井　

勝
朗　

高
16
回

 

大
久
保
文
夫　

高
18
回

 

冨
田　

哲
秀　

高
19
回

 

伊
藤　

朝
一　

高
20
回

 

杉
浦　
　

拡　

高
21
回

 

河
合　

康
彦　

高
22
回

 

岡
田　

惣
二　

高
23
回

 

山
田　
　

眞　

高
24
回

 

鈴
木　

政
義　

高
25
回

 

山
下　

芳
宏　

高
26
回

 

今
泉　

隆
一　

高
27
回

 

高
崎　

康
彦　

高
28
回

 

奥
田　

哲
男　

高
29
回

 

上
藤　

敦
史　

高
30
回

 
廣
中　

清
介　

高
31
回

 
河
合　

弘
幸　

高
32
回

 
大
場　

幸
司　

高
33
回

 

斉
藤　

俊
久　

高
34
回

 

彦
坂
登
一
朗　

高
35
回

 

石
原　

恭
次　

高
36
回

 

大
武　

茂
男　

高
37
回

 

鈴
木　

慎
吾　

高
38
回

 

鈴
木　

義
正　

高
39
回

 

山
上　

勝
由　

高
40
回

 

河
合　

洋
文　

高
41
回

 

林　

樹
一
郎　

高
42
回

 

井
本　

教
貴　

高
43
回

 

仲
谷　

謙
一　

高
44
回

 

和
田　

聖
二　

高
45
回

 

木
下　

秀
人　

高
46
回

 

大
村　

高
久　

高
47
回

 

藤
井　

悦
司　

高
48
回

 

佐
久
間
崇
裕　

高
49
回

 

河
合
隆
一
郎　

高
50
回

 

河
合　

真
樹　

高
51
回

 

樅
山　

義
則　

高
52
回

 

藤
江　

信
彰　

高
53
回

 

渥
美　

孝
晃　

高
54
回

 

藤
城　
　

豊　

高
55
回

 

今
泉　

太
嗣　

高
56
回

 

大
村　

剛
史　

高
57
回

 

大
河　

雅
実　

高
58
回

 

河
合　
　

歩　

高
59
回

 

鈴
木　

雄
大　

高
60
回

 

岩
澤　

優
作　

高
61
回

 

吉
田　

光
司　

高
62
回

 

林　

健
太
郎　

高
63
回

 

寺
田　

崚
佑　

高
64
回

 

佐
々
木
悠
介　

高
65
回

 

奥
村　

祐
也　

高
66
回

 

鵜
飼　

樹
人　

高
67
回

 

神
谷　

勝
久　

高
68
回

 

松
井　

貴
滉　

高
69
回

 

土
井　

雅
也　

高
70
回

 

稲
垣　
　

柊　

高
71
回

 

土
井　

文
胤　

高
72
回

 

杉
浦　

大
地　

高
73
回

 

岡
本　

幸
樹　

高
74
回

 

牧
野　

快
翔　

高
75
回

学
年
代
表
理
事　

牧
野　

快
翔

1
組　

河
上　
　

善　
　

小
久
保
蒼
大

2
組　

田
替　
　

漣　
　

河
邉　

沙
羅

3
組　

小
久
保
駿
介　
　

今
川　
　

望

4
組　

牧
野　

快
翔　
　

大
河　

礼
奈

5
組　

戸
田　

美
優　
　

松
野　

楓
華

中
島　

弘
量（
教
諭
） 

豊
橋
南

中
村　

浩
士（
教
諭
） 

豊
丘

河
合　

邦
宗（
教
諭
） 

国
府

宮
本　

文
子（
教
諭
） 

豊
橋
商
業

南　
　

敦
子（
教
諭
） 

退
職

藤
江
佳
奈
枝（
教
諭
） 

豊
橋
商
業

中
神　

幸
子（
実
習
助
手
） 

成
章（
再
任
）

鵜
飼　

樹
人（
臨
時
的
） 
豊
橋
南

河
合　

綾
子（
任
期
付
） 
渥
美
農
業

伊
藤　

優
子（
事
務
長
） 
退
職

菰
田　

貢
史（
教
諭
） 

豊
橋
西

白
井　

美
玲（
教
諭
） 

豊
橋
商
業

河
合　

洋
枝（
教
諭
） 

豊
橋
南

高
井　

耕
志（
教
諭
） 

蒲
郡

小
野　

城
治（
再
任
用
） 

豊
丘

前
川　

昭
広（
再
任
用
） 

蒲
郡

大
林　

省
司（
再
任
用
） 

豊
橋
南

永
田
祐
一
郎（
再
任
用
） 

福
江

中
神　

幸
子（
再
任
用
） 

成
章

酒
井　

隆
彰（
臨
時
的
） 

豊
橋
南

市
川
三
枝
子（
事
務
長
） 

福
江

令
和
4
年
度
事
業
報
告

令
和
5
年
度
事
業
計
画

（
案
）

成
章
会
役
員（
案
）

第
75
回
卒
ク
ラ
ス
理
事

本
年
度
転
出
の
先
生
方

本
年
度
転
入
の
先
生
方

収入の部 （単位：円）

科　　目 収入済額 摘　　　　用

繰 越 金 4,671,232

寄 付 金 73,000 マイク大谷氏からの寄付

周 年 事 業 4,093,513 創立120周年記念事業

雑 収 入 0

合　　計 8,837,745

支出の部 （単位：円）

科　　目 支出済額 摘　　　　用

留学生受入補助 0

留学生交通費等 0

短期派遣補助 0

合　　計 0

令和4年度　国際交流基金決算書
（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

収入総額	 8,837,745円
支出済額	 0円
残　　高	 8,837,745円
	 （翌年度へ繰越）

	 （単位：円）

会　　計　　名 収入済額 支出済額 差引残額

基 金 会 計 8,257,636 1,000,770 7,256,866

成 章 後 援 会 計 6,666,362 985,631 5,680,731

名 簿 会 計 37,975 0 37,975

令和4年度成章会　特別会計決算書
（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

〈内訳〉	 （単位：円）

会　計　名 収入の部 支出の部

基 金 会 計 前年度繰越
令和4年度積立
預金利息

8,157,572
100,000

64

創立120周年事業への募金 1,000,770

合計 8,257,636 合計 1,000,770

成章後援会計 前年度繰越
卒業５０周年寄付（高２４回）
預金利息
成章タオル売上
マイク大谷氏講演会田原市補助
創立120周年オオタザクラお礼挨拶
傷害保険振込のための入金

寄付金

5,251,318
700,000

44
6,000

200,000
9,000

500,000

マイク大谷氏講演会経費	
マイク大谷氏講演会広告費	
創立120周年オオタザクラ
お礼挨拶　交通費、傷害保険

弓道部東海大会出場祝金	
卓球部中部大会出場祝金	
文芸部全国大会出場祝金	
陸上部東海大会出場祝金	
卓球部東海大会出場祝金	
弓道部中日本大会出場祝金	
オオタザクラ管理費	

332,401
161,430
193,920

30,000
10,000
20,000
10,000
10,000
30,000
187,880

合計 6,666,362 合計 985,631

名 簿 会 計 前年度繰越

預金利息

37,975

0

0

合計 37,975 合計 0



成　章　会　年　報（3）令和5年8月6日（日） （第 5 2 号 ）

令和4年度大学・短大・専修各種学校合格者数および就職先一覧

主
な
物
故
者

元
成
章
会
会
長
（
高
４
回
）

　

河
合　

秀
敏

学
年
理
事
（
高
11
回
）

　

河
合　

直
樹

元
関
西
成
章
会
役
員
（
高
12
回
）

　

木
村　

正
章

元
豊
橋
成
章
会
役
員
（
高
14
回
）

　

山
本　

義
樹

謹
ん
で
御
冥
福
を

　
　

お
祈
り
い
た
し
ま
す

【1】進学先合格者総計

学　　校　　別 現役 過年度卒 小計

国立大学 15 0 15

公立大学 10 2 12

国公立小計 25 2 27

私立大（東日本） 12 3 15

私立大（中　部） 191 1 192

私立大（西日本） 49 1 50

私立小計 252 5 257

国公立短大 0 0 0

私立短大 8 0 8

大学校・専修各種学校 44 0 44

短大・専修各種小計 52 0 52

合    計 329 7 336

【2】学校別

（1）国立大学

学　　校　　別 現役 過年度卒 小計

横浜国立 1 1

信州 1 1

静岡 5 5

愛知教育 3 3

名古屋 1 1

三重 3 3

奈良女子 1 1

合 　　　   計 15 0 15

（2）公立大学

学　　校　　別 現役 過年度卒 小計

秋田県立 1 1

都留文科 1 1

公立諏訪東京理科 1 1

富山県立 3 1 4

静岡県立 1 1

愛知県立 1 1

滋賀県立 1 1

大阪公立 1 1

福知山公立 1 1

合 　　　   計 10 2 12

（3）私立大学

①東日本

学　　校　　別 現役 過年度卒 小計

桜美林 1 1

神奈川 1 1

駒澤 1 1

専修 1 1

津田塾 1 1

東海 1 1

東京工科 2 2

東京女子 2 2

東京都市 1 1

東京農業 1 1

日本 1 1

明治 1 1

立教 1 1

合 　　　   計 12 3 15

②中部

学　　校　　別 現役 過年度卒 小計

愛知 23 23

愛知医科 2 2

愛知学院 13 13

愛知学泉 2 2

愛知工科 2 2

愛知工業 11 11

愛知産業 2 2

愛知淑徳 6 6

金沢工業 1 1

岐阜聖徳学園 9 9

金城学院 7 7

至学館 2 2

静岡理工科 3 3

修文 2 2

鈴鹿医療科学 2 2

星城 1 1

聖隷クリストファー 6 6

大同 9 9

中京 14 14

中部 11 11

東海学園 5 5

豊橋創造 4 4

名古屋外国語 2 2

名古屋学院 2 2

名古屋学芸 5 5

名古屋商科 3 3

名古屋女子 1 1

南山 1 1 2

日本赤十字豊田 1 1

日本福祉 7 7

人間環境 3 3

福井工業 1 1

藤田医科 1 1

名城 27 27

合 　　　   計 191 1 192

③西日本

学　　校　　別 現役 過年度卒 小計

大阪産業 12 12

大阪総合保育 2 2

大阪電気通信 1 1

関西 1 1

関西学院 1 1

京都精華 2 2

京都美術工芸 1 1

京都薬科 1 1

近畿 7 7

同志社 4 4

徳島文理 1 1

立命館 13 13

龍谷 4 4

合 　　　   計 49 1 50

（4）私立短期大学

学　　校　　別 現役

愛知医療学院短大 1

愛知学泉短大 2

愛知大短大部 1

岡崎女子短大 2

豊橋創造大短大 1

名古屋柳城短大 1

合 　　　   計 8

（5）大学校･専修各種学校

学　　校　　別 現役

愛知調理 1

大原法律公務員 1

大原簿記情報医療 1

加茂看護 1

広告デザイン 1

厚生看護 2

田原福祉グローバル 1

中日美容 2

中部楽器技術 1

中部コンピュータ・パティシエ 1

中部ビューティー・デザイン・デンタルカレッジ 2

中部美容 1

中部ファッション 1

東海医療科学 1

東海医療技術 1

東京法律公務員 2

豊橋歯科衛生士 4

豊橋市立看護 3

豊橋調理製菓 1

トライデントデザイン 1

名古屋医健スポーツ 1

名古屋ECO動物海洋 1

名古屋ウエディング＆フラワービューティー学院 2

名古屋観光 1

名古屋工学院 1

名古屋スイーツ＆カフェ 2

名古屋デザイナー学院 1

名古屋ビューティーアート 1

日本デザイナー芸術学院 1

東三河看護 3

ルネサンス・ペット・アカデミー 1

合 　　　   計 44

【3】就職先一覧

事　業　所　名 普通 総ビ 生文

アイシン（株） 1 1

愛知海運産業（株） 1

愛知みなみ農業協同組合 3 1

（有）一倉トミヤ 1

（株）ウエルド 1

蒲郡信用金庫 1

（株）グッドスピード 1

（株）サンヨネ 1

スバル東愛知販売（株） 1

田原土地改良区 1

中部電力パワーグリッド（株） 1

（株）デンソー 1

東京製鐵（株） 2

トヨタ自動車（株） 1

豊橋商工信用組合 1 1

豊橋農業協同組合 1

日鉄カーボン（株） 1

社会福祉法人福寿園 1

フタバ産業（株） 1

プライムアースEVエナジー（株） 1 1

吉田起業（株） 1

愛知県警察 2

合 　　　   計 2 19 9

成
章
会
維
持
会
費

納
入
者
一
覧
（
敬
称
略
）

鈴
木　

雅
也 

高
28
回

浅
井
美
佐
緒 

高
44
回

大
羽　

啓
介 

高
44
回

尾
上　

英
子 

高
44
回

川
口　

康
代 

高
44
回

河
辺　

涼
子 

高
44
回

鈴
木　

健
吉 

高
44
回

鈴
木　

華
子 

高
44
回

鈴
木
マ
サ
美 

高
44
回

永
井
由
貴
恵 

高
44
回

仲
谷　

謙
一 

高
44
回

彦
坂　

文
丈 

高
44
回

藤
井　

元
大 

高
44
回

藤
城　

啓
丞 

高
44
回

森
下　
　

宰 

高
44
回

安
井　

朋
実 

高
44
回

山
本　

真
之 

高
44
回

横
田　

淳
宗 

高
44
回
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令
和
5
年
度

東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
大
会
　
や
り
投
げ
　
出
場

顧
問　

石
田　

裕
太
郎

5
月
21
日
に
岡
崎
龍
北
ス
タ
ジ
ア

ム
で
行
わ
れ
た
愛
知
県
総
体
で
、
3
年

生
の
伊
藤
実
里
が
女
子
や
り
投
で
6
位

に
入
賞
し
て
東
海
大
会
出
場
を
決
め
ま

し
た
。
伊
藤
は
1
年
生
の
夏
か
ら
や
り

投
を
始
め
る
や
、
と
ん
と
ん
拍
子
に
記

録
を
伸
ば
し
て
な
ん
と
そ
の
秋
の
新
人

戦
で
は
37
ｍ
29
を
投
げ
、
東
海
大
会
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。
当
時
は
初
心
者

で
伸
び
し
ろ
も
あ
り
、
春
の
総
体
で
の

一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手
で
し

た
が
、
そ
の
一
方
で
急
激
な
記
録
の
伸

び
に
身
体
が
つ
い
て
行
か
ず
、
腰
を
故

障
し
て
し
ま
い
、
強
度
を
上
げ
た
練
習

を
積
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
し
た
。

2
年
時
は
春
の
県
総
体
で
38
ｍ
90
と
記

録
を
伸
ば
し
た
も
の
の
東
海
総
体
に
進

む
こ
と
は
で
き
ず
、
秋
の
県
新
人
で
も

決
勝
7
位
に
終
わ
り
、
涙
を
の
み
ま
し

た
。他
校
の
選
手
が
記
録
を
伸
ば
す
中
、

悔
し
さ
や
焦
り
も
あ
っ
た
と
は
思
い
ま

す
が
、
伊
藤
は
気
持
ち
を
切
ら
す
こ
と

な
く
、
地
道
な
リ
ハ
ビ
リ
と
可
能
な
練

習
を
続
け
ま
し
た
。
3
年
生
と
な
り
、

迎
え
た
最
後
の
東
三
総
体
で
も
あ
ま
り

調
子
は
上
が
ら
ず
、
36
ｍ
38
で
2
位
に

な
る
の
が
精
一
杯
で
し
た
。
や
り
投
は

予
選
で
3
本
投
げ
、
決
勝
で
更
に
3
本

投
げ
る
の
で
す
が
、
伊
藤
の
場
合
は
腰

の
痛
み
も
あ
る
た
め
、
1
投
目
に
す
べ

て
を
懸
け
る
つ
も
り
で
県
大
会
に
臨
み

ま
し
た
。
な
ん
と
伊
藤
は
、
そ
の
1
投

目
で
41
ｍ
34
と
大
幅
に
自
己
ベ
ス
ト
を

更
新
す
る
投
げ
を
見
せ
、
6
位
入
賞
を

果
た
し
た
の
で
す
。
い
つ
も
よ
り
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
で
目
の
覚
め
る
よ
う
な
投
げ

で
し
た
が
、
や
は
り
良
い
フ
ォ
ー
ム
で

投
げ
た
こ
の
時
は
腰
の
痛
み
は
全
く
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

東
海
総
体
は
6
月
18
日
に
静
岡
エ

コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

陸
上
部

と
同
じ
よ
う
に
弓
を
引
い
て
い
る
つ
も

り
で
も
、
わ
ず
か
な
誤
差
か
ら
的
中
で

き
な
く
な
る
。
弓
道
は
と
て
も
難
し
い

ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
高
校
生
に
と
っ
て
影
響
す

る
こ
と
が
、
メ
ン
タ
ル
で
す
。
こ
の
メ

ン
タ
ル
面
を
ど
う
安
定
さ
せ
、
練
習
で

積
み
重
ね
て
い
っ
た
こ
と
を
発
揮
で
き

る
か
と
い
っ
た
こ
と
が
大
き
な
課
題
で

す
。
メ
ン
タ
ル
面
を
鍛
え
る
に
は
、
弓

道
以
外
の
取
り
組
み
で
も
効
果
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
辛
い
こ
と
か
ら
逃
げ
ず

に
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と
、
謙
虚
な

姿
勢
で
嫌
な
こ
と
も
受
け
入
れ
る
こ

と
、
し
っ
か
り
挨
拶
が
で
き
自
分
で
自

分
を
奮
い
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。
弓
道
を
通
し
て
学
べ
る
こ
と
以
外

に
も
、
日
常
生
活
や
様
々
な
場
面
で
経

験
す
る
こ
と
で
、
メ
ン
タ
ル
を
鍛
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
学
・
高
校
時
代
を

過
ご
し
、
様
々
な
活
動
が
制
限
さ
れ
て

き
た
世
代
に
と
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な

経
験
し
て
自
分
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き

る
時
間
が
少
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
子
供
た
ち

は
、
限
ら
れ
た
学
校
生
活
・
学
校
行
事
・

部
活
の
時
間
で
精
一
杯
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
上
位
の
大
会
に
出
場
で
き
た
生

徒
も
、
で
き
な
か
っ
た
生
徒
も
、
制
約

が
あ
る
中
で
一
生
懸
命
活
動
に
取
り
組

め
た
か
ど
う
か
、
こ
の
点
を
大
人
た
ち

は
よ
く
見
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
す
。

第
70
回
　
東
海
高
等
学
校

　
　
　
　
総
合
体
育
大
会

顧
問　

堀
江　

真
太
郎

5
月
20
日
、
21
日
に
行
わ
れ
た
愛

知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
で
男
子

個
人
の
岩
田
吉
平
が
2
位
と
な
り
、
東

海
大
会
、
全
国
大
会
の
出
場
を
決
め
ま

し
た
。
ま
た
、男
子
団
体
（
河
合
竜
杜
、

疋
田
桟
士
、
岩
田
吉
平
、
杉
原
蒼
惟
、

石
川
陸
空
、
河
合
亮
太
郎
、
平
野
敬
昌
）

が
2
位
と
な
り
、
東
海
大
会
進
出
を
決

め
ま
し
た
。

団
体
競
技
で
は
昨
年
に
続
き
、
東

海
大
会
へ
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
目
標
は
県
大
会
で
1
位
と
な
り
、

全
国
大
会
へ
出
場
を
決
め
る
こ
と
で
し

た
が
、
あ
と
一
歩
及
ば
ず
、
2
位
と
な

り
ま
し
た
。
個
人
で
は
、
平
成
三
十
年

以
来
と
な
る
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
が

決
ま
り
ま
し
た
。

6
月
17
日
、
18
日
に
行
わ
れ
た
東

海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
で
は
、
男

子
個
人
の
岩
田
が
、
予
選
で
8
射
8
中

で
、
順
位
決
定
戦
の
結
果
、
4
位
と
な

り
ま
し
た
。
団
体
で
は
、
1
日
目
が
20

射
8
中
で
、
2
日
目
は
13
中
と
、
決
勝

進
出
上
位
8
位
以
内
に
入
る
こ
と
が
で

き
ず
、
予
選
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
男
子
チ
ー
ム
は
、
2
月
に

行
わ
れ
た
県
新
人
体
育
大
会
で
優
勝

し
、
3
月
に
行
わ
れ
た
中
日
本
高
等
学

校
弓
道
大
会
に
出
場
し
、
準
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度

行
わ
れ
る
鹿
児
島
国
体
の
候
補
に
4
人

選
ば
れ
、
7
月
の
最
終
選
考
ま
で
2
名

が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
順
風
満

帆
に
進
ん
で
い
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

昨
秋
の
選
抜
大
会
は
東
三
河
予
選
で
敗

退
す
る
な
ど
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

常
に
思
い
通
り
の
結
果
を
出
す
こ

と
が
難
し
い
の
が
弓
道
と
い
う
競
技
で

あ
る
、
と
私
自
身
選
手
た
ち
を
見
て
い

て
思
い
ま
す
。
練
習
で
上
手
く
い
っ
て

い
る
こ
と
が
試
合
で
で
き
な
い
。
練
習

弓
道
部

調
子
も
上
向
き
で
、
競
技
開
始
前
の
練

習
で
も
40
ｍ
に
迫
る
投
て
き
が
で
き
て

い
ま
し
た
が
、
試
技
順
が
1
番
目
と
い

う
緊
張
と
力
み
か
ら
、
残
念
な
が
ら
36

ｍ
17
と
い
う
記
録
で
予
選
敗
退
と
な
り

ま
し
た
。
県
総
体
の
再
現
を
狙
う
と
い

う
意
気
込
み
が
力
み
に
つ
な
が
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
伊
藤
の
競

技
に
対
す
る
真
摯
な
練
習
姿
勢
と
活
躍

が
部
員
の
や
る
気
を
刺
激
し
た
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
陸
上
部
の
後
輩

た
ち
は
彼
女
の
贈
り
物
を
し
っ
か
り
受

け
取
り
、
次
は
自
分
が
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
。

成
章
健
児
の
活
躍

成
章
健
児
の
活
躍

令
和
五
年
度
岐
阜
成
章
会
を
六
月
二
十
四
日
（
土
）
に
岐
阜
長
良
川
河
畔
の
ホ

テ
ル
「
石
金
」
に
て
、
四
年
ぶ
り
に
、
本
部
石
黒
同
窓
会
会
長
、
青
山
校
長
先
生
、

他
地
区
会
員
の
方
々
の
参
加
の
も
と
開
催
致
し
ま
し
た
。

岐
阜
支
部
も
今
年
で
三
十
九
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
、
ま
だ
収
束
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
五
月
に
は

第
五
類
に
な
り
イ
ベ
ン
ト
行
事
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
要
望
も
あ

り
、
他
地
区
に
先
駆
け
、
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
長
い
間
、
会
っ
て
い
な
か
っ
た
旧
友
と
再
会
し
、
ま
た
、
新
た
な

出
会
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
窓
会
は
、
再
会
や
交
流
の
場
で
あ
り
、

心
温
ま
る
想
い
出
が
詰
ま
っ
た
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
と
捉
え
て
い
ま
す
。

こ
の
四
年
間
、
地
区
の
活
動
を
自
粛
し
、
今
回
の
総
会
で
の
行
事
報
告
は
特
に

な
く
懇
親
会
を
メ
イ
ン
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
渥
美
の
歴
史
を
編
集
さ
れ
た
藤
城
信
幸
先
生
（
高
二
十
五
回
）

の
ご
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

渥
美
半
島
の
「
今
と
昔
」
を
映
像
と
巧
み
な
話
術
で
お
話
し
さ
れ
て
、
懐
か
し

い
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
笑
い
と
感
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
地
方
に
居
る
同
窓
生
の
心
の
中
に
は
常
に
「
ふ
る
さ
と
渥
美
」
が
有
り

ま
す
。
今
回
の
講
演
は
そ
の
こ
と
が
よ
み
が
え
る
絶
好
の
企
画
で
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
以
前
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
渥
美
が
大

好
き
な
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
長
縄
先
生
に
「
田
原
の
歌
」
に
合
わ
せ
た
新
作
を
踊
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
が
い
っ
そ
う
、
は
な
や
ぎ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
に
あ
た
り
大
変
、
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
笑
顔
が
拝
見
で
き
て
大
変
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
他
地
区
の
同
窓
会
も
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
無
理

を
せ
ず
、
顔
合
わ
せ
の
機
会
を
作
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
鎮
静

化
し
た
各
地
区
の
同
窓
会

活
動
も
徐
々
に
活
性
化
に

繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

伝
統
あ
る
母
校
成
章
が

今
後
、
更
な
る
飛
躍
す
る

た
め
に
地
方
に
居
る
同
窓

生
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
岐
阜
成
章
会
が

無
事
に
開
催
で
き
た
の
も

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
、

皆
さ
ん
の
お
陰
と
、
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
、
岐
阜
の

地
で
皆
さ
ん
に
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

藤 

城
　
信 

幸
（
高
25
回
）

私
た
ち
「
渥
美
半
島

の
昭
和
を
記
す
会
」
は
、

『
渥
美
半
島
の
昭
和
』
を

昨
年
8
月
に
発
刊
し
ま

し
た
。
昭
和
29
年
度
生

ま
れ
の
同
級
生
を
中
心

に
昭
和
30
年
代
の
く
ら

し
を
1
0
0
0
字
程
度

に
ま
と
め
た
57
編
の
手

記
を
集
録
し
た
も
の
で
す
。

田
原
市
内
外
の
多
く
の
方
々
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
続
編
を
望
む
声
が
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
好
評
で
し
た
。
戦
後
間
も
な
い
頃
の
渥
美
半
島
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と

知
り
た
い
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
時
を
知
る
方
々
が
健
在
の
う
ち
に
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
と
新
た
な
企
画

の
も
と
に
『
渥
美
半
島
の
戦
後
』
を
今
年
6
月
に
刊
行
し
ま
し
た
。

本
書
は
戦
後
の
く
ら
し
に
つ
い
て
諸
先
輩
方
が
貴
重
な
体
験
談
を
快
く
綴
っ
て

い
た
だ
き
集
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
市
内
外
在
住
の
成

章
会
の
皆
様
か
ら
も
多

く
の
手
記
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

昭
和
20
年
代
の
日
本

は
、
終
戦
直
後
の
緊
迫

し
た
食
糧
難
や
混
乱
か

ら
、
昭
和
25
年
に
始
ま
っ
た
朝
鮮
戦
争
の
特
需
に
よ
り
よ
う
や
く
復
興
の
道
を
歩

み
始
め
ま
し
た
。
戦
時
中
の
都
会
か
ら
の
疎
開
者
、
戦
後
の
引
揚
者
や
復
員
兵
な

ど
で
渥
美
郡
の
人
口
は
急
増
し
ま
し
た
。
本
書
の
中
に
も
都
会
か
ら
や
っ
て
来
た

食
糧
買
出
し
、
進
駐
軍
の
駐
屯
、
新
制
中
学
校
の
建
設
、
農
地
開
拓
、
農
家
の
イ

モ
景
気
、
豊
漁
が
続
い
た
地
引
網
等
々
、
当
時
の
渥
美
半
島
の
く
ら
し
の
様
子
を

幅
広
く
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
に
入
る
と
、「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
日

本
経
済
は
め
ざ
ま
し
い
高
度
成
長
の
時
代
を
迎
え
、
後
半
に
は
白
黒
テ
レ
ビ
・
冷

蔵
庫
・
洗
濯
機
な
ど
が
渥
美
郡
の
家
庭
に
も
急
速
に
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
牛

車
や
木
炭
バ
ス
が
通
っ
て
い
た
砂
利
道
を
耕
耘
機
や
50
㏄
の
ホ
ン
ダ
の
カ
ブ
が
行

き
交
う
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
マ
イ
カ
ー
時
代
が
訪
れ
る
と
、
水
溜
ま
り
の
あ
っ

た
で
こ
ぼ
こ
の
砂
利
道
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
舗
装
道
路
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
豊
川
用
水
が
完
成
し
た
昭
和
43
年
に
は
、
日
本
は
世
界
第
2
位
の
経
済
大
国

に
ま
で
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
昭
和
の
時
代
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
渥
美
半
島
の
歴

史
と
文
化
を
市
内
外
へ
広
く
発
信
し
た
い
と
考
え
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
か
ら
広

く
手
記
を
募
る
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
2
編
で
も
多

用
し
て
き
ま
し
た
が
、
思
い
出
の
写
真
な
ど
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ー
タ
を
お
持
ち
で

し
た
ら
お
教
え
く
だ
さ
い
。

岐
阜
成
章
会	

会
長
　
中
神
　
定
（
高
19
回
）

渥
美
半
島
の
昭
和
を
書
き
記
す

　
令
和
3
年
2
月
に
成
章
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま

し
た
。
成
章
高
校
、
成
章
会

の
情
報
を
発
信
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

成
章
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

充
実
し
て
き
ま
し
た

地
区
成
章
会
だ
よ
り


